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このロΰϚーΫ、����
に੍ఆ͞Ε·したɻ学類関
のެืにΑりબΕたऀ
ものですɻ日本語・日本文化
学類の通শʮ日日ʢにちに
ちʣʯからʮ日日ʢにちにち

ͦ͏ʣʯを連し、Ո෩にσβインしたものですɻ
日日、ॵ͞にڧくॳՆからळ·で࡙きଓけ·
すɻ·たؒのຮ日日ʢͭるにちにちͦ͏ʣౙ
のؒも͕ࠜރΕͣ、େมൟ৩力のڧい২ですɻ
Ֆ言༿ʮ生֔の༑ʯʮ༏しいԱʯʮָしいࢥい
ग़ʯですɻ

日本の教育界が小・中学 校段 階からコン

テンツ・ベースの教育からコンピテンス・ベー

スへと大きくパラダイム転 換しています。そ

のようななかで筑波 大学においても学生本

位の視点から大きく教育課程を見直している

ところです。おりしも多文化共生化が進む現

代日本 社会のなかで、学 術・教育・生活・文

化に関わる諸課題を解決し、生存してゆくた

めには、目前の現象から出発しつつも、現象

のみにとらわれず、課題の本質を透徹しうる

総合知が要求されています。わたしたちは日

本語教育を基軸としてその問題を広く日本文

化の課題として位置づけ探究することを通し

て、現代社会の諸課題の解 決に立ち向かう

能力を養成することを目的とします。

そのために、複 数の 分 野 の 教 員による授

業科目を多く設けることで、ひとつの事象、

ようこそ、日本語 ・日本文化学類へ
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課題を多角的・立体的に考察する視点を提供します。とくに国際・協

働の科目において、現実に生起する課題に対処する多様な具体的方

策を実践的に学ぶことができるよう工夫をしています。

たとえば日本 に関 係 の深い海 外 の、それ ほど遠くない 過 去に目

をやることで、わたしたちが無意識に持っている固定観 念が揺らい

できます。いきなり地球規模的な視野を持つことは不可能ですが、

まずは身近な異 文化をどっぷりと体 験してみることで、自己を構成

するモザイクの変 動が起こってきます。現今さまざまな局面におい

てこの社会は異文化を取りこむ必要に迫られています。そのなかで

確実に存 在していると思っていた「自己」も変容して行かざるをえ

ません。そのような認識を持たず右 往 左往して流されたり、現 実に

目を背けたりするだけでは、ますますこの社会は住みにくいものに

なってしまいます。わたしたちはよりよく生きて行くために、多文化

と共生する術を身につける必要があるのではないでしょうか。

ようこそ、日本語 ・日本文化学類へ！
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日日生からのメッセージ

ʮ日本語でこのΑ͏に言い·

すɻʯʮ日本にこのΑ͏な文化͕

あり·すɻʯたりલを࠶ೝ識し

外に発৴することで、ʮ日本ʯの

ྠֲをΑりೱくしていく͕ݧܦで

き·すɻ海外のݱで৽な学

ͼをಘたい方におקめですɻʢԬʣ

⾣ւ֎࣮शʢQ���ʣ

ීஈࢲたち͕ͬている日本語で

す͕、実際に学ΜでΈると৽たな

発見でຬちあ;Εてい·すɻ日本

語のत業で学Μͩこと͕、日本文

化や日本語教育、別の分野にͭ

な͕ͬていることも多ʑあり·すɻ

ʢඦཹʣ

⾣日日ੜͷ
���授業հϨϙʔτʢQ��ʣ

ʮ日本͕ͲΜな国なのか知ͬてい·

すかʁʯとฉかΕたとき、ࣗ ৴をͬ࣋

てᰐくこと͕でき·すかʁ日本Ͳ

Μなྺ࢙をͭ࣋のか、日本社会に

ͲΜな問題͕あるのか、日本語

ͲΜな特をͭ࣋のか、日日で

学ΜでΈ·ͤΜかʁʢ中ౡʣ

⾣ΧϦΩϡϥϜհʢQ��ʣ

き合͏ことେですでॻとص

͕、ͦΕ͕େ学の学ͼのすてで

あり·ͤΜɻ日本語や日本文化を

学Ϳために、日本中をาき、֤

で生きる人から話をฉくこと͕ॏཁ

ですɻ日本にଉづいている文化、生

きている日本語を学Ϳく、େ学を

ඈͼग़してΈ·しΐ͏ɻʢᬒʣ

࣮शʢQ���ʣࠃ⾣

�

してきたことをちΌΜڧでษ·ࠓ

と生かͤるのかࣗ分の力ࢼし͕

したいʂとࢥ てͬいたࢲに、ʮ日本

語教育実習ʯٻめていたڥ

をくΕ·したɻ教育関でษڧし

たいとࢥ てͬいる人、୭かにԿか

教えてΈたいとࢥ てͬいる人ͥ

ͻʂʢϚルΨドʣ

⾣日ຊڭޠҭ࣮शʢQ���ʣ

ͬ͡くり日本文学をಡΉと、ͦの
の࡞యݹ代͕見えるʂ日本の࣌
言 ༿Ұͭ Ұͭから࣌ の人ʑの
らしやߟえ方を୳りग़すこと͕
でき·すɻ日日のत業で、Ұॹに
ͦのԞਂ͞に৮ΕてΈ·ͤΜかʁ

ʢڮ本ʣ

⾣日日ੜͷ
���授業հϨϙʔτʢQ��ʣ

日日のັ力গ人ମ ʂ੍ߴ のߍ

ҰΫϥスఔの人のため、教

һとのڑඇৗに近いですɻ日

本語・日本文化もちΖΜ、日

本にͭいて学Ϳ外国人の理解を

ਂめるत業をするઌ生もい·すɻ

ʢࣰᖒʣ

һ͔Βͷϝοηʔδڭ⾣
���ʢQ��ʣ

日日生からのメッセージ

ࣗવをझਂいと͡ײるࢲୡのੑײ
、աڈから຺ʑとडけ͕ܧΕて
い·すɻྫえ、���� Ҏ্ੲに
ฤ·Εたh ສ༿ूʱをಡΈ解くこと
で、ࢲたちと同͡Α͏なࣗવをѪす
る人ʑを見ること͕ग़དྷ·すɻաڈ
の人ʑとࣗ分をॏͶな͕らݹయの世
界にਁ てͬΈ·しΐ ʂ͏ʢԼʣ
⾣ଔ業จʢQ���ʣ

海外に教科ॻで学な
い事͕たく͞ Μあり·すɻࢲ
たϘϦϏΞ、日本ͬߦ͕
語教育ใもগなく、ݱ
にߦけたこと͕େきな成
に ܨ ͕り·したɻ ཹ 学 、
海外で日本語を教えたい人
にも てͬこいのػ会ですɻ

ʢៈҪʣ

⾣ւ֎ཹ ʢֶQ���ʣ

େ学に॥バス͕通ͬていた
り、Ҡಈࣗసं͕ී通ͩͬた
り、॓ ࣷで༑ୡとく·でूͬ
たり、ʑの学৯をりาいた
り、ࣳ生でのΜͼりա͝したり
ʜFUDɻΩϟンパスϥイフをのͧ
いてΈΕ、ஜେʮあるあるʯ͕りͩく͞ Μʂʢࡔ本ʣ
⾣2�"�ੜ׆ฤʢQ���ʣ

日日に、国語科教һ・ެ һ・

企業・海外のେ学Ӄਐ学や日

本語教ࢣ、様ʑなྖҬで׆

༂しているઌഐ͕い·すɻ学

類のत業で学ΜͩことをͲΜ

なܗでকདྷに׆かしていくか、

Ұॹにߟえていき·しΐ ʂ͏

ʢ中ౡʣ

⾣ଔ業ޙͷਐ࿏ʢQ���ʣ

�

େ学で、日日のत業にݶらͣ、

ଞ学群のत業もडけること͕で

き·すɻࣗ分の学類でڵຯのあ

る分野の学ͼをਂめるͩけでな

く、ଞ学群のत業から৽たな視

点をಘることで、様ʑな໘から

日本を見ͭめすきͬかけにも

なり·すʂʢલʣ

⾣2�"�ֶशฤʢQ���ʣ

日本にいるとʮたりલʯに׳Εて

し·い͕ちです͕、ཹ学生ͦΜ

なࢲたちに৽たなؾづきを༩えてく

Ε·すɻ日本文化を見ͭめすとと

もに、৽たな文化にग़会 てͬΈ·ͤ

Μかʁʢେপʣ

⾣νϡʔλʔ੍ɾཹֶੜ
���ʢQ���ʣ



ླ�৳ོ� SUZUKI NOBUTAKA

จԽਓྨֶ
Cultural anthropology

文化人類学は、人びとの生活その
ものを調査研究の対象としていま
す。非常に間口が広いことが特徴で
す。人間が対象を捉える眼差しは、
いろいろな欲望や偏見に満ちてい
ます。人やモノが世界規模で移動す
る時代だからこそ、自分を相対化す
る人類学的な視点は重要です。

ೖࢁ�ඒอ� IRYAMA MIHO

日ຊڭޠҭֶ
Japanese language education

Japan-Expert（学士）プログラム日
本語教育コーディネーターをしてい
ます。研究テーマは、中央アジアに
おける持続可能な日本語教育支援で
す。非母語話者学生が日本の文化・
社会を理解し、母国の日本語教育を
牽引する専門的な日本語力、知識を
持った人材になるにはどのようにす
べきか考えたいと思っています。

受 験 生 の 皆 さ ん へ

�

ਿຊ��� SUGIMOTO TAKESHI

日ຊޠ ɾֶίʔύεֶޠݴ
Japanese linguistics / Corpus linguistics

日本語の動詞に関わる文法現象を
中心に研究しています。コーパスと
呼ばれるコンピュータ上の大量のテ
キストデータを用い、実際の用例を
見ながら、動詞の意味が文の組み
立てとどう関わるか、例えば、なぜ
「嫉む」は「才能を嫉む」で、「嫉妬
する」は「才能に嫉妬する」となるの
か、等を考えています。

 �ਫึ� IMADA MIZUHOాࠓ

日ຊޠ ɾֶίʔύεֶޠݴ
Japanese linguistics/Corpus linguistics

我々は複 雑な思考や情報を、いか
にして限られた単語の列で伝達す
るのでしょうか。また、ごく限られ
た単語の列から、いかにして複 雑
な情報を取り出すことができるので
しょうか。我々がどのように思考を
言語化し、伝達を効率化し、意味を
解釈するのか、言 語と意味の関係
について考えています。

教員からのメッセージ

୩�ޱհ� TANIGUCHI KOSUKE

தɾ日ൺֱจֶ
Comparative literature between China 
and Japan

大学で学ぶ意義の第一は、「教養（リ
ベラル・アーツ）を身につける」こと
にあります。真の教養とは、人生にお
けるさまざまな判断の機会に断固と
して決断できるバランス感覚だと思
います。古代の文学を研究している
と、学問が細分化される以前の、理
想的な教養人が存在することにしば
しば驚かされます。

ੴా��ଚ� ISHIDA TAKERU 

日ຊޠ ɾֶFϥʔχϯά
Japanese linguistics / e-learning

日本語における他動性（他動詞ら
しさ、他動詞文らしさ）や、受動文
などのヴォイス現 象に特に関心を
持ちつつ、日本語の文法を研究して
います。授 業では日本語の歴史や
方言も扱っています。日本語はどう
いう言語か、どうして今のような姿
になったのか、皆さんと一緒に考え
ていきたいと思います。

日ຊޠɾ日ຊจԽֶྨɺ

ͻͱͭͷ事՝Λଟ֯

తʹ͢ߟΔྗɺൃݟɾ

՝ղܾͷͨΊʹ࣮ફ͢Δ

ྗɺͦ͠ ͯɺଟ༷ͳഎܠͷਓ

ͨͪͱ՝Λڞ༗͠ɺͱʹ

ղܾ͍͚ͯ͠ΔྗΛ༗͢Δɺ

จԽͷऀͨΔਓࡐΛཆ

͢Δ͜ ͱΛɺڭҭͷඪͱ͠

͍ͯ·͢ɻ

ͯ͢ͷֶੜ͕ɺ日ຊʹ

͓͚ΔޠݴɾจԽ事Λ૯

߹తʹଊ͑ɺάϩʔόϧͳࢹ

Ͱཧղ͢ΔྗΛཆ Δ͑Α͏

ʹɺֶࡍతͳઐՊΛଟ

༻ҙ͠ɺ༷ ʑͳઐྖҬͷ

һ͕ɺΈͳ͞ΜΛ͓ͪ͠ڭ

͍ͯ· ʂ͢

�

受 験 生 の 皆 さ ん へ

教員からのメッセージ

খ�ਖ਼थ� ONO MASAKI

日ຊڭޠҭ ɾֶ日ຊֶޠ
Japanese language education / 
Japanese linguistics

日本語を中心とした言語表現と言語
行動との関係を、ポライトネスの観
点から見ています。世界の日本語教
育に関心があり、中でもウズベキスタ
ン・カザフスタンなどの中央アジア
地域との交流や、オンライン日本語
教材開発にも取り組んでいます。

葛西 太一� KASAI TAICHI

日本上代文学
Ancient Japanese literature 

誰にでも理解できる説明が好まれる
一方、誰にでも共通する価値観は成
り立ちません。言語や文学を学ぶ意
義の一つは、理解できないものに向
き合う方法を学ぶことにあります。
古典籍に残された文字や表現を手掛
かりに、自文化や異文化の多様な
「癖」や「変」を発見しましょう。

ᖒాࢠߒ�� SAWADA HIROKO

ޠݴ ɾֶԻίϛϡχέʔγϣϯڀݚ
Linguistics / Speech communication studies

私たちが生きて、生活していくうえ
で、他者とのコミュニケーションは避
けて通れません。人間が社会で生き
るとはどういうことか、ことばの側面
から考えていきたいと思っています。
授業では、夏休みに学生たちと一緒
にフィールドワークに出かけ、地域の
言語生活の調査をしています。

EGUCHI MAKI �ن�ਅޱߐ

日ຊۙݱจ ɾֶൺֱจֶ
Japanese modern and contemporary
literature / Comparative literature

研究テーマは、日英文学作品におけ
る動物の表象（特に羊）と、その理
論的枠組みとなる「アニマル・スタ
ディーズ」です。授業では、翻訳や動
物といったテーマから、日本文化を
相対的・客観的に捉え、異文化を背
景とする人々に伝える知識と力を身
に付けてもらいたいと思っています。

��એඒ� PARK SUNMI

࢙ɾδΣϯμʔ࢙日ேจԽަྲྀݱۙ
History of cultural exchange in modern 
Japan and Korea / Gender history

私は、社会文化史・ジェンダー史の
視点から近代日本や朝鮮を考察し
て い ま す。19 世 紀 末 か ら 20 世 紀
前半において、朝鮮から日本へ、日
本から朝鮮へ渡った様々な人 （々特
に女性たち）の移動を明らかにし
それによって生まれる新しい考えや
「知」について研究しています。

দ࡚��� MATSUZAKI HIROSHI

日ຊڭޠҭ ɾֶԻֶ
Japanese language education / Phonetics

日常生活で外国人と触れ合う機会が
本当に多くなりました。一部の日本
語教育関係者だけで生活者・年少者
教育の様々な問題を議論・支援して
いた時代は終わり、これからは幅広
く知見を共有し、行動し、一人一人
が共生社会を良くする素養を高めてゆ
く必要があり、その研究をしてます。あ
と、発音も研究してます。

෦�थ��WATABE KOHKI

өըϝσΟΞڀݚ
Cinema and Media Studies

資本主義社会における文化・芸術を
特にその受容（消費者／観客／市
民）に注目して研究しています。「専
門英語」では日系アメリカ人の歴史や
明治の日本人が書いた日本論を通し
て日本について学ぶ授業を行ってい
ます。一方、「表象文化論」では主に
視覚メディアにおける表象を分析す
る手法や理論を教えています。

ۚ��ਔ� KIM INHWA

ޠࠃؖ ɾֶରরֶޠݴ
Korean linguistics / Contrastive linguistics

語彙分類の方法は、文法、意味、語
用的用法等、目的により様々です。
意味派生からの分類も興味深いで
す。例えば、擬声語・擬態語等で二
つ以上の感覚の意味を持つ語彙の
分布を韓日で比較すると、両言 語
の相違点が文化の影響面から理解
でき、文化と関わる言語の特性がよ
く分かります。



教育の目標と特色

本学類では、世界の諸言語の一つとして日本語をとらえ、言語学的に研究するための専門的知識や的確な分析力 、そしてそれを

外国語として教えるための方法を身につけることを目標としています。

日本語を話している私達は、「あれは筑波山です」と「あれが筑波山です」とを無意識の内に使い分けています。けれども、この「は」

と「が」とは、いったいどこがどう違うのかと聞かれると、ちょっと困ります。すぐにうまく答えられる人などそうはいません。

日本語を外国人に教える時には、自分には分かりきっていることであっても、それをひとつひとつ丁寧に教えていかなければなり

ません。そして、そのためには、日常何気なく使っている日本語をよく観察し、客観的に分析する習慣をつけなければなりません。

また、日本語教師や国際的業務に携わる人は日本文化の伝達者であることを求められます。同時にそのような人は、日本にとって

は異文化交流の窓口であり、これまで日本列島に住んでいる人々が築いてきた文化を基礎に、異文化との接触を通して新しい文化

をつくっていくうえで、大きな役割を期待されています。すなわち日本文化の創造者でもなければなりません。

文化とは、私達が生活のなかで表現するものすべてを含みます。思想、芸術、文学はもちろん、政治、経済、教育などすべての社会

現象や日々の生活のありかたそのものが文化です。また、日本文化は孤立して独自に形成されてきたものではありません。これま

での異文化交流がどのように行われてきたのか学ぶことも必要です。

国際・協働科目においては、現実に生起する課題に対処する多様な具体的方策を実践的に学ぶことができます。また、海外で実

施する国際研修や日本語教育インターンシップ、国内で行うフィールド実習、さらに情報リテラシーなどの授業を通して、実践的な場

面でのコミュニケーション能力や課題解決能力の獲得をめざします。

ஜେ学学࢜課ఔの教育目ඪおΑͼ本学群・学類の人ࡐཆ成目的に基づき、学修の成Ռ͕࣍の౸ୡ目ඪにୡしたとೝめら
Εるऀに、学࢜ʢ文学ʣの学位͕त༩͞Ε·すɻ

⁃ グローバルな視点から日本における言語・文化事象を総合的に捉えるための専門知識ʢ言語学、日本語教育学、文化人類
学、ྺ 学、文学なͲʣと୳究能力・研究ख法とを修ಘしているɻ࢙

⁃ ҟ言語・ҟ文化を背景とする人たち、࣍世代の人たちと課題を共有し、ともに解決していくことのできる言語ӡ用能力、ใ
ॲ理能力おΑͼҟ文化コϛϡχέーシϣン能力をにͭけているɻ

�

カリキュラム紹介 授業内容

1年次
⁃ 共通科目おΑͼଞ学類のΧϦΩϡϥϜから෯広く専門基礎科目をཤ修することで、広い視野のなかで、ࣗ らの専門

分野を発見し位置づけ·すɻ

4年次
⁃ 卒業論文ࣥචを通して、શ人֨的・総合的な分析能力をߴめ、問題発見、解決能力の統合をめ͟し·すɻ

2年次
⁃ 専門科目を通して、言語学、日本語教育学、文化人類学、ྺ 学、文学なͲに関するバϥンスのとΕた知識の֫ಘを࢙

目指し·すɻ
⁃ 実習、ླཱྀ 学生との合同त業、国際研修なͲの実ફ的な科目を通して、ҟ言語・ҟ文化との৮の中で、ࣗ 国語・ࣗ 文

化に対する問題意識を醸成し·すɻ
⁃ 専門英語なͲを通して、研究おΑͼ発৴͕できる外国語力ʢ特に英語力ʣをにͭけ·すɻ

3年次
⁃ 実習なͲの実ફ的な科目において、問題意識をਂめ、解決のためのԠ用力・実ફ力を্ͤ͞·すɻ
⁃ 演習なͲのΑり専門的な科目をཤ修しな͕ら、卒業研究のςーϚઃఆにけて、総合的かͭΑりߴな知識と研究

方法をにͭけ·すɻ
⁃ 専門科目の学修から卒業論文࡞成のՍけڮとなる総合演習、֤ 教һの専門ੑを生かしͭͭෳ教һ͕グルー

プ指導を͏ߦもので、こΕにΑり、ͻとͭの事象、課題を多֯的・ཱ ମ的にߟする力をにͭけ·すɻ

�

� � � �

専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目

基
礎
科
目

日本語や日本文化、多文化
共生社会のあり方に対する
基礎的な知識と明確な問
題意識の醸成

広い視野からの専門分野
の発見と位置づけ

総合的な分析能力と問題発
見、解決能力の統合

多様な背景の人たちと課題
を共有し、ともに解決してい
くことのできる能力

グローバルな視点から日本
における言語・文化事象を
総合的に捉えるための専門
知識

日本語科目群： 日本語の音声・音韻、日本語の文法、日本語の語彙、日本語の談話、
日本語の語用論、言語と文化、コーパス言語学、ほか

多文化共生・ 日本語教育文法論、日本語技能指導論、日本語教育心理学、
日本語教育科目群：海外の日本語教育と日本学、多文化の中の日本、ほか

日本文化科目群： 表象文化論、近代日本の文化交流、日本の宗教と芸能、
世界文学と日本文学、国語科教育と文学、中国文学と日本文学、ほか

＋ 人文学類、比較文化学類、社会学類社会学主専攻の専門科目

国際・協働科目群： 共同研究、対話実習、教育実習、
フィールド実習、国際研修、
企業研修、インターンシップ

卒業論文演習Ⅰ
卒業論文演習Ⅱ
卒業論文

総合演習導入 総合演習Ⅰ
総合演習Ⅱ

日本語教育学特別演習、海外語学研修

専門英語A,B,C

学際科目

共通科目

関連科目

日本語・日本文化研究法、概論科目
＋人文学類、比較文化学類、社会学類社会学主専攻の専門基礎科目

ҭ͢ΔྗͱΧϦΩϡϥϜͷߏ



日本の文学概論  【江口 真規 先生】
このत業で࡞ݪと༁͞Εた࡞の比較を通͡て、٬

的な視点から日本文学・日本文化を見ͭめし、理解をਂ؍

めていくことを学ͼ·すɻ७ਮに文学࡞をָしΉのもҰͭ

です͕、࡞͕༁͞Εた࣌代や࣏的背景、͞ らに海外

にࣔ͞Εた日本文化を知ることで、ࠓ·で見えてこなかͬた

日本文化͕見えてくるかもしΕ·ͤΜɻ

ʢᓎҪ ೫ʣ࠼

日本語・日本文化共同研究II  【今田 水穂 先生】
ɹཹ学生と日本人学生でグループを࡞り、日本語のܟ語表

·い発表しߦにண目して研究をࣜܗなͲの文法੍࣌やݱ

すɻ日本語に関する理解もちΖΜ、ླཱྀ 学生の語との比較

も͏ߦので、ଞ言語・ଞ文化の理解もਂ·り·すɻླཱྀ 学生

͕日本語学習աఔでͲのΑ͏な෦分を理解しづらいのかも

Θかるので、日本語教育学にも͕ܨるत業ですɻ

ʢલా Ѫʣ

日本語の語用論  【小野 正樹 先生】
会話で૬खとのڑのऔり方をしく͡ײたことあり

·ͤΜかʁこΕཹ学生も͡ײる問題ですɻ૬खにΑりେき

くଶをมえるのྑくないです͕、୭に対しても同͡言༿

いをするΘけでもあり·ͤΜɻこのत業で、語用論の論ݣ

文や生σータから様ʑな文化のʮྀ表ݱʯの特を୳り、

ԁなコϛϡχέーシϣンにͭいてߟえ·すɻ

ʢࠇਢ च実ʣ

日本語方言論  【石田 尊 先生】
主に方言文法をѻ͏このत業で、方言における文法に

Ҭ͕ࠩあるとい͏ことを、ઌ生͕ڵຯਂいྫを交えて

解આしてくΕ·すɻ·た、世代にΑͬて֤Ҭで方言͕Ͳの

Α͏にม化しているのかにͭいても、学Ϳこと͕でき·すɻ

実際のҬ方言に基づいてઆ明をしてくͩ͞るため、とて

も分かりやすくしΈやすいおקめのत業ですɻ

ʢڮ本 かほりʣ

言語と文化II  【金 仁和 先生】
ࣙॻでの多ٛ語を対象に、意ຯ生の方を分析するत

業ですɻྫ え、ʮࠊʯとい͏言༿ମのҰ෦を表し·す͕、ଞ

にもʮࠊのある Ͳ͏ΜʯのΑ͏にʮ೪りや力ʯとい͏意ຯを表

すときもあり·すɻある୯語のෳの意ຯ͕ͲΜな関ੑに

あるか、Ͳ͏生したのかなͲを、ఏࣔ͞Εた基४や方ੑ

にならいな͕らߟえるおקめत業ですɻ

ʢࢠޚ าඒʣ

日本語教育学特別演習  【入山 美保 先生】
日本語教育にඞཁな知識͕習ಘできているかをݕఆす

るݧࢼとして、ʮ日本語教育能力ݕఆݧࢼʯ͕ ຖ�ճߦΘ

Εてい·すɻこのत業で、ࣗ 分で問題の解આをしたりଞの人

の解આをฉいたりする中で、ݧࢼにඞཁな知識ͩけでな

く、ΑりΑいえ方にͭいても学Ϳこと͕でき·したɻͦ し

て、ࢲも実際の日本語教育能力ݕఆݧࢼに合֨し·したʂɹ

ʢాח ਅ⁜ʣ

�

日日生の授業紹介レポート

近代日本の文化交流  【朴 宣美 先生】
ઓલの日本人とฉいて、ͲΜなイϝーδをࢥいුか·

すかɻઓ૪өըでඳかΕる、ඃにۤしΉຽऺの࢟でしΐ

͏かɻしかし࣌、人ʑօ国にཹ·ͬていたΘけでな

く、Ҡॅ、৵ུ、ͦ のଞ様ʑな理༝で、日本をग़てҠಈを܁り

ฦしてきたのですɻ人のʮҠಈʯに目しͭͭ近代࢙を見

すことで、あなたのྺ؍࢙も༳͞ͿらΕるかもしΕ·ͤΜɻ

ʢ৽Ҫ Մಸ代ʣ

表象文化論  【渡部 宏樹 先生】
Կؾないಓ࿏͕にɻϋϜଠ͕タイσϞの象

にɻΰδϥ౦ژେۭऻʁ 世界表ݱを生Έग़す人とडけऔる

人の૬࡞ޓ用から生·Ε·すɻこΕらશてl表象zの力なので

すɻत業で、事ྫを؍しな͕らこのΈにͭいてߟえ·

すɻਖ਼解あり·ͤΜɻࣗ 分のٙ問や֮ײを言語化し、話し合͏中

で世の中の見え方͕いͭのؒにかมΘる、ͦ Ε͕ޣຯですɻ

ʢுࢁ ʣ࠼ࣿ

文化の伝流と複合実習  【谷口 孝介 先生】
౦େࣉや法ོࣉなͲをհしたฏ҆࣌代の文ݙʮࣣେࣉ

८ྱهࢲʯをςΩスτに、ಸྑのݹႢにͭいて学ͼ·すɻ࣌

の࢟とࡏݱの࢟を比較することで、主に教やࣉӃのݐங様

ࣜにͭいてܮをਂめ·すɻرऀのΈ、त業でհ͞Εた

ॴを�ധ�日で見学ཱྀߦし·すɻ૾͕きな人にडߨ

おすすめɻたͩしत業༰ຖগしมΘるので、ཁ確ೝɻ

ʢ中ଜ ਸ਼าʣ

第二言語習得論  【松崎 寛 先生】
日本語を学習する外国人 ʮ͕Ϧンΰ͕きくないɻʯと

言ͬたら、Ͳ͏指ఠし·すかʁɹ外国語学習にؒҧいͭ

きものです͕、ͦ ΕにඞͣݪҼ͕あり·すɻこのत業で、

ʮͲ し͏てؒҧ͏のかʯをもとにʮͲ͏教えるかʯを学ͼ·すɻ

外国語学習աఔを؍٬的に学るため、教ࢣを目指す人

もちΖΜ、言語にڵຯのある人にも໘നいत業ですɻ

ʢݪ すΈΕʣ

現代日本社会概論  【鈴木 伸隆 先生】
ʮ日本のޏ用ܗଶ͕Ͳ͏ม化してきたかʯʮ日本人の݁ࠗ

に対する࢟ʯなͲ、ݱ代社会でτϐッΫにऔり্͛らΕるこ

との多いςーϚにͭいて、σータを用いな͕らत業͕ߦΘ

Ε·すɻ主にཹ学生対象のため、त業すて英語ですɻླ

ઌ生ͲΜなٙ問に対してもਅにき合ͬてくͩ ͞るの

で、࣭ 問をしやすい͕ڥͬているとこΖもおすすめですɻ

ʢཱੴ すΈΕʣ

世界の言語と日本語  【澤田 浩子 先生】
世界にʮのӈଆʯをʮのଆʯと表ݱする言語͕あ

り·すɻこ͏ した表ݱ、人ʑのߟえ方にͲ͏関しているで

しΐ͏ かɻこのत業で、世界の言語と日本語を対রすること

で、言語の多様ੑやීวੑを学ͼ·すɻ日本とҟなるଞ言

語の特ੑを知ることで、ࣗ 分の言語に関するৗ識をॊೈにし

·しΐ͏ ɻ

ʢ中ౡ 理ࢠʣ
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国内実習国内実習

海外実習海外実習

日本語教育実習日本語教育実習

��

体験記

体験記

体験記

ҭ࣮शʯʣڭޠஃ࣮शʢʮ日ຊڭࠃ‒
मʯʣݚ業اҭڭޠमʢʮ日ຊݚ業اࠃ‒
‒ԕִ日ຊࢧޠԉʢʮ֎ࠃਓࣇಐੜెࢧԉ࣮श*�**ʯʣ

ɹຊֶྨɺ日ຊޠɾ日
ຊจԽΛ૯߹తɾ૬ରత
ʹͱΒ͑ɺҟจԽΛഎܠ
ͱ͢Δਓʑʹదʹൃ৴
Ͱ͖ΔࣝͱྗΛʹ
͚ͨਓࡐΛҭ͢Δͱ
·ҭʹྗΛೖΕ͍ͯڭޠҭඪͷͱɺ日ຊڭ͏͍ ɻ͢

�ஃ࣮शڭࠃ
教ࡐや教育方法にͭいて学Μͩ

実習生͕主ମとなͬて教ஃ実習、ޙ
をߦい·すɻ�日�� 分ʷ�コϚのत
業を実習生͕୲し、中্ڃϨϕ
ルのཹ学生に対して৯文化とཱྀߦ
文化にͭいて教え·したɻたͩ日
本文化を知ͬてもら͏ͩけでな
く、ͦの׆ಈを通͡てͲのΑ͏な力
をにͭけてほしいのかをߟえ、ઌ

生方のஸೡな͝指導のもとत業をΈཱてていき·したɻ教ҊをԿも࿅りし
たりল点にͭいて話し合ͬたり、େมͩと͡ײることも多かͬたです͕、ͦ の分、
学習ऀָ͕しΜでत業にࢀՃしてくΕたり教えたことをͬたりする様ࢠを見る
と、ୡ成ײやتͼをڧく͡ײ·したɻこ͏ した׆ಈを通͡て、日本語教育や教ࢣの
のための力͕ಘらΕる実習ですɻޙࠓ、にͭいて学Ϳこと͕でき࢟

ʢେ 知世ʣ

ɹຊֶྨͰɺ࣮ ફੑͱ
ɺւ֎Ͱ͠ࢹΛॏੑࡍࠃ
ՊࡍࠃशͷՊʮ࣮͏ߦ
ʯΛఏ͍ͯ͠ڙ· ɻ͢日
͝Ζڭ室ͰֶΜͩࣝΛ
ҟޠݴɾҟจԽΛഎܠͱ
͢ΔਓͨͪͱͷަྲྀͷதͰͭݟΊͳ͓͢͜ͱʹΑΓɺҟจ
ԽཧղɺྲྀަࡍࠃΛΛͬͯମ͢ݧΔ͜ͱ͕Ͱ͖· ɻ͢

εϩϕχΞ࣮श
ʮ日本文化とԿかʯߟえたこと

あり·すかʁ この実習で、ݱ
ߦく४උؒظにスロϕχΞや日
本語教育にͭいての知識をਂめ、
日本にͭいてのプϨθ͏ߦでݱ
ンをかけて४උし·すɻこの
ؒࣗ分にとͬて、ࣗ 国の文化
とԿかを問いすྑいきͬかけ
になり·したɻ

実習中ݱの学生と交流するػ会もたく͞ Μあり·すɻ൴らのत業にࢀՃし
たり、スロϕχΞ語を教えてもらͬたり、プϥイϕーτで͝൧にͬߦたりなͲ��� ৽し
いग़会いであ;Εてい·すɻたͬた �िؒの海外ݧܦでも、もしかしたらࣗ分の人
生͕มΘるかもしΕ·ͤΜʂඒしいϤーロッパのখ国でࣗ分の視野を広͛てΈ·
ͤΜかʁ ちなΈにࢲこの実習͕きͬかけで、ؒスロϕχΞにཹ学し·したʂ

ʢؘ野 ΈなΈʣ

‒εϩϕχΞ࣮शʢʮ日ຊޠɾ日ຊจԽݚࡍࠃम*�**ʯʣ
म�***�*7ʯʣݚࡍࠃɾ日ຊจԽޠशʢʮ日ຊ࣮ࠃؖ‒
‒ϚϨʔγΞ࣮शʢʮ日ຊڭޠҭݚࡍࠃम*�**�***ʯʣ

ɹͻͱͪ͘ʹ日ຊจԽͱ
͍ͬͯɺࣗ ͕ҭͬͨ
日ຊจԽͰ͕͚ͩڥ
͋Γ·ͤΜɻڭ室Λ
Ε࣮ͯݱʹࡍΛ๚ͶΔ
͜ͱͰɺͦ ΕͧΕͷҬ
ʹࠜࠩͨ͠ଟ࠼ͳੜ׆ɾจԽͱਓʑͷଘࡏʹ৮ΕΔ͜ͱ͕
Ͱ͖· ɻ͢

‒ϑΟʔϧυ࣮शʢʮ日ຊڀݚݴํޠϑΟʔϧυ࣮श*�**ʯʣ
� ʢʮ日ຊޠஊڀݚϑΟʔϧυ࣮श*�**ʯʣ
� ʢʮ日ຊจԽڀݚϑΟʔϧυ࣮श*�**ʯʣ

日ຊڀݚݴํޠϑΟʔϧυ࣮श�
Έな͞ΜのݩにͲのΑ͏な

方言͕あるでしΐ͏かʁ日日શ国
֤から学生͕ू·ͬてくるとい͏
こともあり、様ʑな方言に৮Εるこ
と͕でき·すɻྫえ、ʮଙに本を
やるʯとい͏表ݱ、ҵݝৗ総ࢢ
でʮ本をくΕるʯのΑ͏になり·
すɻࣗ分ͦのことに関心を࣋ち、
ͦ、いߦで実際にௐࠪをݱ のΑ͏

なม化͕生·ΕたཁҼにͭいてのߟをߦい·したɻฉき׳Εない方言をਖ਼確に
ฉきऔり、هを͏ߦなͲ、しい点も多ʑあり·した͕、ઌ生のखްい指導や、学
生同࢜で話し合͏ことなͲを通͡、方言にͭいてߟえる͏えでඇৗに有意ٛなҰि
ؒをա͝すこと͕でき·すɻ実習͕ऴΘるこΖに、ࣗ 分ࣗもগしであり·す
͕、ৗ総ࢢの方言を話すこと͕できるΑ͏になり·したɻ

ʢඦཹ ོ人ʣ

国内実習・海外実習・日本語教育実習

��

�मݚ業اࠃ
修社の方と共ࡾ、国企業研修のҰとしてࢲ

にインターンシップࣜܗで実習にࢀՃͤ͞ていたͩ
き·したɻ༰として主に日本語学習ऀけのࣙ
ॻฤࢊにܞΘり、ࣙ ॻにࡌܝするྫ文を࡞成するこ
とを中心にߦい·したɻͦのଞにもීஈからॻ੶
のฤࢊ・ग़൛に関Θͬている方とのηッシϣンにも
ී、成会ٞを見学したり࡞Ճしたり、ࣙॻの語ٛࢀ
ஈମݧできないΑ͏なことをຯΘえるوॏなػ会
でしたɻ日本語教育における教ࡐにࠐめらΕてい
るࢥいや学習ऀ目ઢで事をߟえることとてもࣃ
͝たえのあるݧܦでした͕、企業の方や学生同࢜の
ଧち合Θͤを͏ߦ中で৭ʑなՁ؍や日本語学習

ऀのࢥいを的にମײでき、ࣗ の成に͕ܨり·したɻ
ʢా ฏʣ߁

ԕִ日ຊࢧޠԉ
この実習で、ҵݝの中学

に通͏外国人生ెに対して、インߍ
ターωッτを通͡た日本語ࢧԉをߦ
い·すɻࢧԉ基本、生ె� ʙ � ໊
にि � ճ、େ学生αϙーターνーϜ
� ʙ � ໊でߦい·すɻ֤ࣗ、त業ܭ
ըをཱて、プϨθンςーシϣンιフ
τやϗϫイτϘードを׆用して教ࡐ
を४උし·すɻຖि、ޡࡨߦࢼしな

͕ら教ࡐを用意して、実際にࢧԉを͏ߦこととてもやり͕い͕あり·すɻࢧԉの
༰、生ెҰ人ͻとりに合Θͤたものとなͬていて、日本語の基礎から教えるこ
ともあΕ、学や社会の教科との統合を͏ߦこともあり·すɻ

ʮ日本語を教えるͬてͲΜな͡ײかなʁʯをମݧできるत業なので、কདྷ、日本語
教育のಓਐΉことをߟえている人にとͬて、特にΦススϝのत業ですʂ

ʢᚸอ Թ൲ʣ

�श࣮ࠃؖ
日ؖ 問 題  の 理 解をਂ めるた

めιルやࢁז、େᬖのࢢで
様ʑなࢪઃを๚Ε、ࣗ らたてたςー
Ϛにͭいてௐࠪをߦい·すɻ

近、日ؖ関のใಓを目にす
ることগなくないです͕、ਂくߟ
えたことあるでしΐ͏かɻ実習で
ϋルϞχやݱの׆ಈՈ͕Ͳの
Α͏ないで׆ಈしているのか、同

代のߍߴ生・େ学生͕日ؖ関、日本にͲのΑ͏なߟえをͬ࣋ているのかを知
ること͕でき·すɻϝσィΞやωッτのใでなく、実や生の声に৮Εること
なかなかݧܦでき·ͤΜɻ見ฉきし、ݧܦすること多֯的な視点やʮࣗ分ʯ
のߟえ、意見に͕ܨることでしΐ͏ɻ日ؖ問題に関心͕ある人も、ߟえたことのな
い人もとてもີのೱいݧܦ、ؒ࣌をಘること͕できるͣですɻ

ʢࠤഢ Ղ೫ʣ

ϚϨʔγΞ࣮श�
ʮ日本語をもͬとษڧしたいのʂʯ

ʜͦ͏学習ऀに言ͬてもらえること
͕、ここ·でخしいとࢥい·ͤΜ
でしたɻ日本のことをもͬと学Μ
で、発৴したいɻͦして同࣌に、日
本Ҏ外の国の事を、ࢲももͬと教え
てほしいとڧく͡ײ·したɻϚϨー
シΞと日本、言語も宗教も、Ձ
もҟなり·すɻ交流する্でશ؍

くࠔ͕なかͬたと言い·ͤΜ͕、େなの、分かり合お͏とするૉな࣋ؾ
ちͩͬたと͡ײてい·すɻʮଞ国に৮Ε、ࣗ 国を࠶ೝ識し、多様ੑをೝめ合͏ʯとい
͏、国際交流においてॏཁなプロηスをݧܦすること͕でき·したɻ実習の࣌に
ग़会ͬた༑ୡとࠓでも連བྷをऔり合ͬてい·すɻҰา౿Έग़ͤ、ͦ こに৽た
なग़会いと学ͼ͕広͕ͬてい·すΑʂ

ʢؙࢁ ཅࡊʣ

日ຊޠஊڀݚϑΟʔϧυ࣮श�
Ѫ知ݝ๛ాࢢॿに�िؒほͲ

ࡏし、ͦΕͧΕ͕ఆめたςーϚ
に基づいてௐࠪをߦい·したɻࣗ
分、ฉきखߦಈや談話のߏに
ຯをもち、ಓをਘͶて教えてもらڵ
͏際の談話の特にͭいてௐࠪを
たのです͕、実際に談話を分ͬߦ
析しないと見えてこないこと͕ௐ
ࠪを通して明らかになͬていくա

ఔに、ָ し͞を͡ײ·したɻݱௐࠪҎલにٛߨでઆ明͕あͬたことにͭいて、実
の方ʑとのお話を通しݱ、することでফ化しやすくなり、ςーϚҎ外に関してもײ
て、知見をେきく広͛ること͕ग़དྷ·したɻ事લ学習や指導教һのࢧԉのもと、ࣗ
分のڵຯをͲ͏発లͤ͞ΕΑいか、なͲの࣭問にஸೡにえていたͩけるので、
େมなとこΖもあり·す͕、ݧܦとしてඇৗに力になる実習ͩとࢥい·すɻ

ʢޱࢁ ฏʣߤ

日ຊจԽڀݚϑΟʔϧυ࣮श�
日本文化研究フィールド実習、

日本国の特ఆҬに日ؒࡏ
し、ͦ のҬの文化やྺ࢙・生業に
ͭいてௐࠪを͏ߦत業ですɻこΕ
·でѪ知ݝ๛ాࢢॿやژ
͕ࢢௐࠪとなり·したɻ؍
ޫ業の様ࢠや特࢈のݱঢ়、交通
αーϏス、ྱࡇ、業ৼڵなͲ、ࣗ
の関心にԊ͏ςーϚをௐࠪऀࣗ

͕ߟえ、ͦのςーϚを明らかにするためにదなௐࠪ方法やௐࠪઌを教һと૬
談しͭͭઃఆし·すɻݱで、Ҭをาいたりࢪઃを८ͬたりするͩけでなく、
ฉきऔりௐࠪの౿ΈࠐΜͩௐࠪをߦい、Ҭで生͞׆Εている方ʑの声やҬ
の実のৄࡉなѲをࢼΈ·すɻ学外にग़てௐࠪをݧܦ͏ߦをಘて、ࢿྉでಘ
らΕないใを基にߟえる力をཆ͏、意ٛのある実習ですɻ

ʢࠤ౻ ৴ʣٱ

国内実習・海外実習・日本語教育実習



チューター制度
留学生が日本で不便なく生活が送れるように、個人レベルで支援を行うのがチューター制度です。日本語・日本文化学類では

このチューター制度の活用に力を入れており、多くの学類生がチューターとして留学生の支援に関わっています。

チューターの具体的な役割は、留学生の学習・研究の補助（予習・復習の手伝い）を中心に、日本語学習の支援、日常生活の

サポート（学内外の案内、諸手続きのための市役所等への同行、買い物の補助）などを行うことです。また、歓迎パーティーや

交流パーティーなども企画し、親睦を深めています。チューター制度は決して日本人学生から留学生への支援という一方向的な

ものではありません。日本人学生もチューターを経験することによって、日常的な交流の中から日本語・日本文化の伝達や異文

化理解についていろいろなことを実感し、また学ぶことができるものと思います。

�༶�ળඤˍ�ࢠ�ڮ∁
νϡーター、དྷ国・ؼ国࣌にखଓきや生׆४උ、ͦのޙ学習

ิॿやΈ૬談なͲをし·すɻしかしࢲたち、ؾになͬているҿ৯
ళ͕あΕ༠ͬてҰॹにߦくし、ͦこでプϥイϕーτの話でり্͕る
ので、νϡーターとい͏Αり༑ୡ֮ײで൴ঁをखॿけしてい·すɻ交流
にΑͬて、ࣗࢲもಘらΕるもの͕あり·したɻ༶͞Μ会͏たͼに
にͭいて心に教えてくΕ·すɻのঁߴࢠ生の੍のணこなし
方や༡ͼ方なͲ、ちΐͬとした会話の中で日本とのҧいを発見し、ޓ
いにڻくといͬたこともසൟにあり、あΕ、こΕ、とҶづるࣜに
࣭問し合͏の͕、とてもָしいですɻ͞らに、分かりやすい言༿をબ
ͼな͕ら話し、ԕճしな表ݱをආけなるく؆ܿな文にするなͲ、日
日のत業で習ͬたを実ફすることで、会話でえらΕるもの͕૿
えていくݧܦ、とてもخしいものでしたɻ

ʢ∁ڮ ࢠʣ

ਅ႒�ˍ�Ξχε��βϑΟϥ��ϏϯςΟ��κϧΧϓϦాח
νϡーターの事主に、དྷ日ޙのखଓきや生׆४උ、学習ิॿ

やΈ૬談ですɻࠓ৽ܕコロφײછのӨڹでなかなかདྷ日͕
ޓΘͣ、しらくΦンϥインでの交流となり·したɻͦのؒも、お
いの国のことや日本の音ָやөըにͭいて話したり、Ұॹにษڧしたり
するなͲ、とてもָしいؒ࣌をա͝すこと͕でき·したɻ�� ݄にདྷ日し、
会えた࣌とてもخしかͬたですɻ

νϡーターになるલʮ日本にͭいて教えなけΕʯともߟえてい·
した͕、実際ࢲの方͕βフィϥ͞Μからࢁのことを教Θͬてい·すɻ
日ৗのԿؾない会話から日本とϚϨーシΞのҧいにؾづいたり、ཹ学生
ならでの日本語の捉え方を知ͬたりすること͕でき、会͏たͼ৽しい
発見と学ͼの連ଓですɻࠓでཹ学生とνϡーターとい͏関をえて、
とてもྑい༑人として交流をଓけてい·すɻ

օ͞Μもͥͻཹ学生とָしいେ学生׆をૹͬてΈていか͕でしΐ
͏かɻ ʢాח ਅ႒ʣ

��

体験記

チューター制度・留学生

ʲݚ生ʳ
日本語・日本文化学類は、筑波大学の「日本語・日本文化研修留学生（日研生）」の受入組織となっています。日研生とは、

日本国政府（文部科学省）の奨学金により、日本の大学において日本語能力および日本事情、日本文化の理解向上のための

教育を受ける留学生です。自国の大学で日本語や日本文化に関する分野を専攻としている学生が対象です。

ʲ +&生ʳ
「Japan-Expert（学士）プログラム日本語教師養成コース」の正規生として4年間在籍します。母国の日本語教育の振興に

貢献する日本語教師の育成を目的とします。日本語教育インターンシップに参加し、現場での実践力を養います。

留学生
日本語・日本文化学類は、短期留学生・日研生・正規生（JE生含む）など、世界各地から数多くの留学生を受け入れていま

す。日日の学生は、チューター制度や合同授業等を通じて留学生と触れ合う機会が非常に多く、毎日が国際交流です。

日研生は1年間の留学の成果として修了レポートを執筆します。指導教員や大学院生チューターからのアドバイスを受け、執

筆に取り組みます。

最近の修了論文／修了レポート
‒比ᄻ表ݱからΈた+�1PQʢ���������ʣの࿀Ѫ表ݱ分析
‒લ෦ཁૉの�Ϟーϥ目にଅ音をؚΉॖ外དྷ語ܗ成
‒ҵݝೆҬにおけるಈ ・໊語彙と方言意識
‒ϙルτΨル語の༁を通してΈるh ઇ国ʱ

ɹʕొ人のܗにͭいてʕ
‒外国人日本語学習ऀのʮେৎʯの知識にͭいて
‒日ؖにおけるʮ文化ࡒอޢ法ʯの比較

ɹʕ法ོࣉ・国ࣉの事ྫからʕ

‒日本語における外དྷ語と語の用ঢ়گの比較研究
ɹʕʮΩーʯとʮݤʯを比較するΧΪʕ

‒ҟ文化コϛϡχέーシϣンにおける日本人の本音のॲ理
ɹʕஜେ学生を事ྫとしてʕ

‒シンϋϥ語語話ऀのௌ解学習に関するϏϦーフ
ɹʕスϦϥンΧ人େ学生を対象にʕ

‒日本語とؖ国語のՎࢺの特
ɹʕ����代の,�1PQを中心にʕ

��

���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����

ཹظ学生 �� �� �� �� �� �� � ��

日研生 �� �� � �� � � � �

ਖ਼ن生ʢ+&生ؚΉʣ � � � � � � � �
˞֘にडけ入Ε、入学した人ɻ����と����コロφײછ֦େにΑる入国੍ݶのためड入ݮগɻ

ʲͷཹֶ生ʢr����ʙ����ʣ

ཹֶ生出ࠃɾҬʢ���������ʣ

Ξθルバイδϟン

ΞϝϦΧ合ऺ国

イΪϦス

イタϦΞ

イϥン

インド

インドωシΞ

Ϋϥイφ

ζϕΩスタン

ΦースτϥϦΞ

ΦースτϦΞ

Φϥンμ

Χβフスタン

ΧンϘδΞ

Ωϡーバ

ΫロΞνΞ

コロンϏΞ

αδΞϥϏΞ

シンΨϙール

スイス

スΣーσン

スϦϥンΧ

スロバΩΞ

スロϕχΞ

タイ

େؖຽ国



タδΩスタン

νΣコ

中՚人ຽ共国

ドイπ

τルコ

ϋンΨϦー

フィϦϐン

フィンϥンド

ϒϥδル

フϥンス

ϒルΨϦΞ

ϕτφϜ

ϕϥルーシ

ϙーϥンド

ߓ߳

ϚϨーシΞ

ϛϟンϚー

ϝΩシコ

Ϟンΰル

ϥτϏΞ

ϦτΞχΞ

ルーϚχΞ

ロシΞ



ɹ日ຊޠ日ຊจԽΛ؍٬తʹͳ͕ΊΔΛҭͯɺੈ քʹൃ৴͢ΔྗΛ͚ͭΔͨΊʹɺͥ ͻֶࡏதʹҰւ֎ཹֶ͢Δ͜ͱΛɹ日ຊޠ日ຊจԽΛ؍٬తʹͳ͕ΊΔΛҭͯɺੈ քʹൃ৴͢ΔྗΛ͚ͭΔͨΊʹɺͥ ͻֶࡏதʹҰւ֎ཹֶ͢Δ͜ͱΛ
͓͢͢Ί͠· ɻ͢Ұੜͷ͏͔ͪΒւ֎ཹֶͷ͑ߟ͍ͯͭʹظ࣌ɺ४උΛਐΊ͍͖ͯ·͠ΐ͏ɻੈ ք͋ͳͨΛ͍ͬͯ· ʂ͓͢͢͢Ί͠· ɻ͢Ұੜͷ͏͔ͪΒւ֎ཹֶͷ͑ߟ͍ͯͭʹظ࣌ɺ४උΛਐΊ͍͖ͯ·͠ΐ͏ɻੈ ք͋ͳͨΛ͍ͬͯ· ʂ͢

ͷҰ෦ߍ定ڠ
中国ʗژେ学、ބೆେ学、େ連େ学、ᖏ門େ学ɹʗ国ཱ࣏େ学ɹؖ国ʗསՖঁࢠେ学ߍ、ؖ 国外国語େ学ܒ、ߍ明େ学ߍɹインドʗδϟϫϋル
ϥール・ωールେ学ɹタイʗタϚαーτେ学ɹϕτφϜʗϕτφϜ国Ոେ学ɹϚϨーシΞʗϚϨーシΞ科େ学ɹΦースτϥϦΞʗΦースτϥϦΞ国ཱେ
学ɹΧφμʗプϦンス・ΤドϫードౡେɹΞϝϦΧʗパσϡーେ学、ΦϋイΦभཱେ学ɹϝΩシコʗϝΩシコେ学ɹϖルーʗΧτϦΧେ学ɹτルコʗϘΞδ
νେ学ɹイタϦΞʗΧ・フΥスΧϦେ学ɹΤスτχΞʗタϦンେ学ɹ英国ʗシΣフィールドେ学ɹスロϕχΞʗϦϡϒϦϟーφେ学ɹドイπʗバイロイτେ学ɹ
フϥンスʗパϦ��େ学ɹϙーϥンドʗϠΪΣΥେ学ɹϥτϏΞʗϥτϏΞେ学ɹϦτΞχΞʗϰィϦχϡスେ学ɹロシΞʗϞスΫϫཱࢢ教育େ学、αンΫ
τ・ϖςルϒルグେ学ɹΫϥイφʗΩΤフ国ཱେ学ɹζϕΩスタンʗタシέンτ国ཱ౦༸学େ学ɹΧβフスタンʗΧβフ国ཱେ学、ϢーϥシΞ国ཱେ学ɹ
ΤδプτʗΧイロେ学

ৄ͘͠ ɺ�IUUQT���TTD�TFD�UTVLVCB�BD�KQ�TTD�UPQ�JFT�UPQ�HP�BCSPBE�UPQ��ʮ�ஜେ��ւ֎ཹֶ�ʯ��Ͱࡧݕʂ

ɹஜେ学、�� ϱ国・Ҭのେ学や研究ػ関と CJC �� 協ఆ、େ学ؒ交流 ��� 協ఆ、
෦ؒہ交流 ��� 協ఆ、合ܭ ��� 協ఆを݁Μでい·すɻɹɹɹɹɹ  ʢ���������� ʣࡏݱ

協ఆߍの交ཹ学に、͞ ·͟·なϝϦッτ͕あり·すɻ
ɹ�� ը的に୯位をཤ修すΕ�ؒで卒業できるɻܭ、できるのでߤ学ͤͣٳ
ɹ�� ཹ学ઌのऔಘ୯位、Ұఆの݅をΫϦΞすΕ卒業୯位としてޓՄ能ɻ
ɹ�� ֤छ学੍ۚをར用しやすいɻ
ɹ�� त業ྉ૬ޓෆऩに関する協ఆ͕క݁͞ΕていΕ、ླཱྀ 学ઌのत業ྉ໔আɻ

��

ཆా�๎̡߳ ΦʔετϥϦΞɾσΟʔΩϯେֶʳ
中学ߍߴでཹظ学をݧܦし、େ学でظでのཹ学をしたいとߟえ、交ཹ学੍をར用し߽भσィーΩン

େ学ཹ学し·したɻޙߤ、׳Εない生׆にۤઓしな͕らも、৽しくできた༑人ともॿけ合い、ॆ 実したཹ学
生׆をૹ てͬい·したɻ

しかしߤして�か݄ޙ、コロφの流͕࢝ߦ·り·したɻொロッΫμンし、ඈࢭ͕ػߦ·りؼ国できなくなる
かもしΕないとい͏ෆ҆と、Ұؼ国したら࠶入国ݫしくなるとい͏ঢ়گに·͞Ε、ؼ国かཹ·るか、決அす
るຖ日でしたɻͦ Μな中ࢲをࢧえてくΕたの、同ظ࣌にཹ学をしていた日日の༑人や、日日のઌ生方でしたɻҟ国
のでؤு てͬいるؒとྭ·しあい、·たにな てͬ૬談に てͬくͩͬ͞たઌ生方からのΞドバイスのおか
͛で、ޙչのແい決அをすること͕でき·したɻ

݁Ռとして、ߤ�か݄ޙにؼ国し、ΦンϥインでσィーΩンେのत業をडけてい·した͕、त業Ҏ外英語を
Θないことや、Φンϥインでのコϛϡχέーシϣンのऔりにく͞ なͲもあり、ླཱྀ 学を中அすることを決意し·し
たɻླཱྀ 学中அとい͏ܗにな てͬし·い·した͕、コロφͩからこͦできたݧܦや、人とのग़会いもあり·したɻ

えらΕ·すɻͦߟଓくと͕ݶ੍ߤも、コロφにΑるޙࠓ のΑ͏なঢ়گԼでも、େ学でͬߦているΦンϥインイ
ϕンτや、日日のνϡーター੍を׆用することにΑͬて、国際交流をਤること͕でき·すɻ੍ 、Լͩからこͦݶ
様ʑなՄ能ੑにઓしてΈてくͩ͞いɻ日日で、ͦ ΕをԠԉしてくΕる༑人やઌ生方͕たく͞ Μい·すɻ

海外留学

੍ֶཹަ

体験記
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ɹଔ業จ�ؒͷֶੜੜ׆ΛకΊ͘͘ Δɺେֶʹ͓͚Δֶ業ͷ૯ܾࢉͱ͑ݴ·͢ɻए͍ੑײͰ͞·͟·ʹٵऩ͖ͯͨ࣎͠ཆ
Λجʹͯ͠ɺͻΖ͘ΞϯςφΛுΓΊ͙Β ʮ͠ʯΛൃ͠ݟ·͢ɻͦ ͷ՝ͷղܾ๏Λ͋Ε͜Εͱͭͭ͠ޡࡨߦࢼಋ͖ग़͢աఔ
Λɺੳతʹઆ໌͢Δ͜ͱ͕ٻΊΒΕ· ɻ͢യવͱ͔͍ͬͯΔͭΓͷ͜ͱͰɺߟࢥΛޠݴԽͯ͠આ໌͢Δ͜ͱඇৗʹۤ͠
͍͜ͱͰ͢ɻ͠ ͔͜͠ͷۤ͠ΈΛ௨ͯ͠͠ ʮ͔།Ұͷͷʯͷੜ·Εͳ͍ͷͰ͢ɻ͜ ͷͷ࣮ײ͖ͬͱօ͞Μͷਓੜͷ
ͳ͔Ͱͬͱॆ࣮ͨ͠ͷͱͳΔʹ͕͍ͪ͋Γ·ͤΜɻ

卒業論文 ͷଔ業จʢҰ෦հʣۙ࠷

‒4/4に見らΕる文಄のແॿ۟ࢺ໊ࢺにͭいてʕ-*/&と5XJUUFSを対象にしてʕ

‒߁成h ઇ国 のɦݪ文と英༁文の比較ʕʮࣗવ؍ʯに目してʕ

‒企業の࠾用Ωϟッνコϐーの言語表ݱ的特

‒ҵࢢにおける方言語彙用の実ଶʕ話ऀの世代にΑる語彙の理解と用にͭいてʕ

との対রを目指してʕܗྃࡏݱにͭいてʕ英語のىの共ࢺ෭ؒ࣌用法とྃ代日本語ςイルのݱ‒

指導教ࣨʕ教һのインタϏϡーௐࠪに基づいてʕظの日本語指導とॳߍにおけるখ学ࢢޱݝۄ࡛‒

‒ઓؒظ日本におけるドイπөըड༰のมભʕ౦事࡞څを対象としてʕ

‒日本人・ඇ日本人のڥ界ઢʕ日本育ちのʮϋーフʯを対象にʕ

‒日本におけるࡩに対するඒ意識の๖ժᴷສ༿ूとࠓݹՎूのࡩՎを対রしてᴷ

‒ϘϦϏΞ・ΦΩφϫҠॅにॅࡏする日ܥ人੨গの言語実ଶௐࠪ

り方ࡏのࡏݱあるϫインのҬϒϥンドʮউপʯの࢙ྺ‒

ত��͔Βͷଔ業จҰཡɺ)1ʢIUUQ���XXX�KBQBOFTF�UTVLVCB�BD�KQ�UIFTFT�ʣͰɻ�ʮஜ日日ʯͰࡧݕʂ

12月
卒論提出

1月
口頭試問

10月
中間発表

年2 3 年4年

4月～

総合演習 Ⅰ
2月～

総合演習導入

4月
4年生

オリエンテーション

7月
卒業論文構想
レポート提出

10月～

総合演習Ⅱ
指導教員決定

論文ͷεέδϡーϧ

卒業論文



日ຊޠͱ日ຊจԽΛ૯߹తʹֶͼɺҟจԽަྲྀʹਂ͍ཧղΛͭ࣋日ຊޠɾ日ຊจԽֶྨͷֶੜʹɺࣾ ձͷ͞·͟·ͳ
Ͱͷ׆༂͕ظ͞Ε͍ͯ·͢ɻͦ ͷظʹԠ͑ɺ͜ Ε·Ͱͷଔ業ੜɺ֤ ʑͷرదੑʹ࠷దͨ͠ಓʹਐΜͰ͍·͢ɻ

一般企業
ɹここ、卒業生の͕Ұൠ企業にब৬してい·すɻ৬
छ・業छともに多ذにり、教育αーϏス業ʢ教ࡐग़൛ൢച、教
育シスςϜαーϏス、語学学ߍ、ʣ、ใαーϏス業ʢใ通৴
シスςϜ։発、コンϐϡータιフτΣΞ։発、ʣ、流通・খച業

ʢスーパー、コンϏχ、ʣやใಓ・ग़൛業ʢ৽ฉ社、ग़൛社、ʣ
にब৬してい·すɻ言語・文化྆方にΘたる視野の広͞とい͏、本
学類の特࣭を事に׆かすこと͕ظ͞Εてい·すɻ学類の特࣭を事に׆かすこと͕ظ͞Εてい·すɻ学類の特࣭を事に׆かすこと͕ظ͞Εてい·す

ϕωッηコーϙϨーシϣンʗϗςルΦーΫϥ౦ژϕイʗ日本์ૹ協会
ʗ中ԝग़൛ʗ学ߍਤॻʗޫଜਤॻग़൛ʗいな͛やʗηーϒΦンʗ
རۜߦʗϝΨωドϥッグʗؙҪグループʗ/55σータシスςϜ技ज़ʗ
ԣ৴用ۚݿʗ+5BʗτップπΞーʗࠤؿધʗ日本༣ʗΤス・バ
イ・ΤルʗϠϚϋ発ಈػʗ関౦మಓʗ群അۜߦʗૣҴాΞΧσϛー
ʗ࢜通ʗؙߚʗあおͧらۜߦʗୈҰࡾ共ʗࡾҪه೦පӃʗΤイ
ν・Ξイ・Τスʗ日本ಓؗʗϚイφϏʗΤン・δϟパン

教　師
ɹ本学類で、中学ߴߍ・ 学ߍの国語科のҰछ教һ໔͕ڐऔ
ಘでき·すɻ学類生の多く͕ 教һ໔ڐをऔಘし、�ʙ�໊͕実際に
教ࢣになり、言語学的な໘にڧくしかも日本語教育のૉཆもある
ϢχーΫな国語科教һとして׆༂してい·すɻ
ɹ·た、卒業ޙす͙に日本語教ࢣとして日本語教育にै事するऀ
もい·すɻしかし、ࡏݱ、େ学や研究ػ関なͲのߴ教育ػ関で
日本語教ࢣの৬をಘるために、国外を問Θͣ修࢜Ҏ্のࢿ
を目指す人の多く、学類卒業ࢣめらΕるので、日本語教ٻ͕֨
༂してい·す׆としてࢣて日本語教ܦେ学Ӄを、ޙ༂してい·すɻ׆としてࢣて日本語教ܦେ学Ӄを、ޙ༂してい·すɻ׆としてࢣて日本語教ܦେ学Ӄを、ޙ

ౡཱެݝ中学ߍʗߴཱެݝࢁ学ߍʗ野ߴཱެݝ学ߍʗ
ҵߴཱެݝ学ߍʗࢁསߴཱެཱݝ学ߍʗ学ߍ法人౦ژಙ
学Ԃʗಢཱެݝ中学ߍʗ࡛ߴཱެݝۄ学ߍʗߴཱެݝ࡚ٶ
学ߍʗ੩Ԭݝ中学ߍʗ野ঁߴࢠ学ߍʗ群അཱެݝ中学ߍʗ明
学Ԃߴ学ߍ

国立研究開発法人・独立行政法人　
国際ྛਫ࢈業研究ηンターʗ࠶ڥ生อશߏػ

公務員
ɹ෯広い教ཆと広い視野をにͭけて、ެ һʢݝி・ࢢॴ৬
һ、ࡋॴ৬һ、ʣのಓにਐΉ卒業生もຖ໊い·すɻһ、ࡋॴ৬һ、ʣのಓにਐΉ卒業生もຖ໊い·すɻһ、ࡋॴ৬һ、ʣのಓにਐΉ卒業生もຖ໊い·す

総লʗ文෦科学লʗް生࿑働লʗҵݝிʗҵܯݝ本෦
ʗ౦ژிʗౡݝிʗѪඤݝிʗࠤլݝிʗ広ౡܯݝ本෦ʗ
ͭくࢢॴʗӜࢢॴʗ成ాࢢॴʗপࢢॴʗ੩Ԭࢢॴ
ʗ๛ࢢڮॴʗઋࢢ੨༿۠ॴ

進学・留学
ɹ学類でのษڧのޙ、͞ らに専門分野の研究をଓけたい合、
·た、修࢜やത࢜の学位をಘてΑり࣍ߴの専門৬にͭきたい
合、େ学Ӄにਐ学することになり·すɻ語学力をߴめたり、͞ ら
に専門的な知識をਂめ、実ફ的なݧܦをͭΉために海外のେ
学・େ学Ӄにཹ学する人もい·すɻ
ɹେ学Ӄ修ྃޙのब৬ઌ、国େ学教һで、ஜେ学、౦ژ
େ学、टେ学౦ژ、群അେ学、広ౡେ学なͲ、海外େ学教һで
、中国のେ連େ学、ؖ 国のڵ৴େ学、イタϦΞのΧターχΞେ
学なͲ、世界中で広く׆༂してい·すɻ学なͲ、世界中で広く׆༂してい·すɻ学なͲ、世界中で広く׆༂してい·す

ஜେ学େ学Ӄ人文社会Ϗδωス科学学ज़Ӄ
人文社会科学研究群
人文学学位プログϥϜ：歴史・人類学サブプログラム、

文学サブプログラム、言語学サブプログラム
国際ެ共ࡦ学位プログϥϜ
国際日本研究学位プログϥϜ

ஜେ学େ学Ӄ人ؒ総合科学学ज़Ӄ
人ؒ総合科学研究群
教育学学位プログϥϜ：次世代学校教育創成サブプログラム
（国語教育領域）、国際教育サブプログラム

ஜେ学େ学Ӄ理ใ生໋学ज़Ӄ
生໋ٿ科学研究群
ٿ科学学位プログϥϜ

海ಓେ学ʗେࡕେ学ʗ౦ژ外国語େ学ʗ౦େ学ʗૣҴాେ学

海外  英国ϊーβンプτンେ学େ学Ӄ

ʂओͳਐ࿏ࡧݕ৽ͷใɺIUUQT���TZVTIPLV�TFD�UTVLVCB�BD�KQ�DBSFFS����ʮஜେ�ब৬ʯͰ࠷
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卒業後の進路

��

（愛媛県立今治西高等学校国語科教員）ࡊ�ཅࢁؙ
ʮݹయͬてにཱち

·すかʁʯࢲࡏݱ、

の国語教һとしてߍߴ

働いているのです͕、

生ెからこΜな࣭問

をΑく͛かけらΕ·

すɻ英語や科学なͲに

比て、文学を学Ϳ意

ٛ目に見えにくいの

かもしΕ·ͤΜɻࢲこの࣭問に対し、ʮݹయ学習、ҟ文化交流なΜͩ

Αɻʯとฦしてい·すɻこΕ、日日での学ͼを通して、ࢲなりに୳しग़し

たえですɻ

Ε·したɻνϡーターをし·ܙ会に多くػҟ文化に৮Εるࢲ、学中ࡏ

たり、ϚϨーシΞ実習にࢀՃしたりɻ多様な背景やՁ؍をͭ࣋人ʑと対

話することにΑͬ て、ࢲの中でڽりݻ·ͬ ていたʮたりલʯԿも่Ε

མち·したɻ日日でࣗ分ࣗやʮ日本ʯを؍٬的に見ͭめしてΈΑ と͏

·てい͡ײ、視野を広͛る্で本にେͩͬたとݧܦしたޡࡨߦࢼ

すɻઌ人のࢥ͕٧·ͬ ているݹయも、ࡏݱのߟえ方を૬対化するための

ʮҟ文化ʯになりಘるのでないかと͏ࢥのですɻະདྷを୲͏生ెたちに

、ࣗ 分のʮもの し͞ʯをઈ対視ͤͣ、多֯的に事をߟえ、༰な࢟で

ଞऀと関Θること͕できるΑ͏になͬてཉしいですɻ·ͣ、ݹయの໘ന

͞、学Ϳ意ٛにؾづいてもらえるΑ͏ にؤுりたいですɻ

ా�༗ （ࠫ東京都港湾局臨海開発部）
ࡏ 学 中、ถ 国で �

ؒ日本語を教えた

に、バイϦݩをݧܦ

ンΨル教育における

学習のಈػけに

ͭいて研究し、ࡏݱ

方ެһとして

働いてい·すɻ日日

での学ͼを通して多

֯的な視点で事をྫྷ੩に捉え、実ߦする習͕׳にͭいていたか

らこͦ、ຬできるΩϟϦΞをஙけていると実ײしてい·すɻこΕ、

ཹ学生をؚΉ同ڃ生、海外日本語教育実習ઌのઌ生や学習ऀと、日

本語や日本文化にͭいてෳの視点でվめてߟえ、ٞ 論をਂめたܦ

きて׆していく力͕ߦからಘた、意見をडけ入Εͭͭもண実に実ݧ

い·すɻߓہでຒཱの理を୲し、࠷近બखଜのඋ

のΦϦンϐッΫ関連の業をͬߦてい·すɻଞ෦ॺや外෦とのௐ

͕日ৗ的に発生し·す͕、ଞऀの意見をଚॏしͭͭも、ࣗ 分のߟえを

దにえ、課題を解決していく能力、日日でࣗવとഓͬてきたも

のですɻ࠲学ͩけでなく、国・海外に実ફの͕ある日日での学ͼ

、ࢲの人生を๛かにしてくΕたと確৴してい·すɻ、ࢲの人生を๛かにしてくΕたと確৴してい·すɻ、ࢲの人生を๛かにしてくΕたと確৴してい·す

ޱ�Թࢠ（学校法人滋慶学園東洋言語学院）
౦ 日 本 େ  ࡂ の

େきなӨڹをडけ、

ཹ学生͕ΈΜな国に

����てし·ͬたͬؼ

�݄、ࢲ、౦ژに

ある ౦ ༸ 言 語 学 Ӄ

で、日本語教ࢣとして

σϏϡーし·したɻͦ

Ε·で国語教һをし

ていたࣗ分のݧܦશくにཱたͣ、日本語を教えることなΜと

しいのかとΉ日ʑɻେ学でにͭけたʮ学Ϳ習׳ʯをڌりॴに、৽し

いことを学Μでいき·したɻʮ教えること͕事͡Όない、学生ୡの成

をαϙーτしていくڥづくり͕ࢲの事なΜͩɻʯߍで学Μͩ

ことも同ͩͬ͡たかもしΕ·ͤΜɻこΕから社会にग़ていく学生たち

にͲΜな力͕ඞཁなのか、ઌഐや্࢘とԿも話し合い、�ޙに

成し·したɻ͕ͦࡐえをөͤ͞たϢχーΫな教ߟたちのࢲ Εか

ら�、ࠓ、目のલに��ϱ国���໊の学生͕い·すɻࢲの事も、Φ

Ϧδφル教科ॻ࡞、海外の教育ػ関とのωッτϫーΫ࡞り、日本語

教ࢣཆ成࠲ߨの։ઃ、Ҭの日本人と外国の人ʑとの理解をଅすイ

ϕンτと、֦ ͕ͬてい·すɻ多文化社会のݙߩɻこΕ͕ࠓのࢲの

事ですɻ事ですɻ事です

ཛྷ�ཧेޒ （ࣿ株式会社リブセンス）

େ  な の  ਖ਼ 解

を見ͭけることで

なく、lԿ͕ͦ͏ͤ͞

るのかzを理解するこ

とɻࢲࡏݱ、Ұൠ企

業の人事୲として

社һやब׆生の人生

にき合͏事をし

てい·すɻ働く্ でڧ

く͡ײるの、様ʑなཱの人͕意見を交Θし、Αりྑいものを࡞り

্͛るに、িಥやຎࡲආけて通Εないとい͏ことですɻ同࣌に、

lઈ対的なળѱzないとؾか͞Ε·すɻで、ࢲୡにできること

Կかɻޓいの関をִてるものԿなのかʁԿ͕ͦ͏たらしめるの

かʁ背景に目をけlҧいを理解するzこと͕、人と人͕खをऔり合い

共に生きていく্ でॏཁでないでしΐ͏ かɻ日日学類、日本人

͕育Μできた文化や言語に目をけ、ͦ の背景で生͡るڥのม化

やߟࢥの本࣭にഭる学類ですɻਖ਼解でなく、背景やؒߦをۃめる

学ͼ、�人の人ؒとして生きていく্ で多くのώンτをಘるوॏな

、Կ͕ͦ͏ͤ͞るのײこるىとなり·したɻʮあなたの中にݧܦ

かʁʯとࢲࠓ日も問いかけな͕ら、Αりྑい社会をࡧしてい·すɻ

先輩の声



ͲΜͳत業͕͋Γ·͔͢ʁ

Ұൠ的に、ઌ生方͕त業のझࢫにͦͬた༰にͭいて
ʮٛߨʯをするޫ景͕ࢥいුかͿとࢥい·す͕、ଞにも
ʮ演習ʯやʮ実習ʯなͲ͕あり·すɻ

ʮ演習ʯと、֤ ࣗにׂ͕ؒ࣌りてらΕ、学生͕発表し
ていくࣜܗのत業ですɻある事ฑに対してࣗらٙ問をͬ࣋
たςーϚにͭいてௐ、ߟし、ͦ の成Ռをत業の中で発
表するとい͏ものですɻݸ人発表やグループ発表なͲܗଶ
様ʑですɻ多くの文ݙにあたり、分析力をにͭけらΕる
ので、研究することのָし͞を実ײできるでしΐ͏ɻ

ʮ実習ʯと、ݱにग़かけてௐࠪをͬߦたり、実際に
教ஃにཱ てͬ日本語を教えたりする、いΘ実ફܕのत業
ですɻ海外の教育ػ関で研修をしたりҟ文化交流をしたり
するものもあり·すɻ্صの学問ͩけでなく、実際にݱ
を見たり、ݧܦしたりすることで、৽たな視点をり։
いていくこと͕でき·すɻ

ւ֎ຊޠ教ҭ࣮習
୭ͰࢀՃͰ͖·͔͢ʁ

いɻʮ日本語教育国際研修ʯのඪ४ཤ修࣍�ʙ�
生で、ྫ 、ほ΅ر通りにࢀՃすること͕できてい·
すɻとい てͬも、いきなり日本語を教えることしいの
で、ଞの日本語教育に関する基礎的なत業でしͬかり学Μ
でからઓすること͕·しいでしΐ͏ɻԠื多になͬ
た合、ͦ Ε·でにཤ修した科目や成͕બߟ基४とな
り·すɻ

ଞֶྨͷत業ཤमͰ͖·͔͢ʁ

日本語・日本文化学類のत業ͩけでなく、ଞのͲの学類
でもࣗ分のڵຯのあるत業をࣗ༝にडߨすること͕でき
·すɻたͩし、卒業୯位ʢ���୯位ɻ+&生���୯位ʣとして
ೝめらΕるଞ学類のत業୯位に、্ あり·すɻ͕ݶ

試ݧͲͷΑ͏ʹߦΘΕ·͔͢ʁ

、त業にΑͬてઌ生にΑͬて様ʑですɻීࣜܗのݧࢼ
通のςスτのΑ͏なͩࣜܗけでなく、ࣗ 分のߟえを論理
的に·とめるࣜܗのものもあり·すɻඞͣしも明確な�ਖ਼
解�なく、ࣗ 分のߟえを、ےಓをཱててड़らΕるか、と
い͏ことも問ΘΕているのですɻϨϙーτ͕課͞Εること
もあり·すɻत業と関連のあるςーϚ͕ઃఆ͞Ε、ͦ Εに
ͭいてࣗ分なりにௐて分析するものや、त業༰に関
するࣗらのߟえをड़るものなͲですɻ

教員໔ڐΛऔಘ͍ͨ͠合Ͳ͏͠·͔͢ʁ

教һ໔ڐをऔಘしΑ͏とした合、ʮ教৬に関する科
目ʯを多ཤ修するඞཁ͕あり·すɻ͞ らに、ʮ教科に関
する科目ʯもඞཁです͕、国語ʢ中学ߴ・ߍ学ߍ教་
Ұछʣの合、日本語・日本文化学類の։ઃ科目からཤ
修すΕ、卒業୯位としても教৬୯位としてもೝめらΕ
るので、ͦ ΕほͲେきなෛ୲となり·ͤΜɻ実際、日日
の多くの学生͕教һ໔ڐのऔಘを目指しており、国語教
һ໔ڐऔಘ、શ学で日日͕�位ですɻ

Կ͕͋Γ·͔͢ʁʹޠࠃ֎

ドイπ語・フϥンス語・中国語・ロシΞ語・スϖイン
語・ே語から�ͭબし�ؒ学Ϳʮॳ修外国語ʯ͕ ඞ
修科目ですɻ͞ らに語学の実力をけたい合、�
生Ҏ߱、֤ 言語の中ڃや্ڃをཤ修することもでき·すɻ
もちΖΜ英語もඞ修科目で、�生で、Αりߴな༰
をѻい、実ફ力をͭけていくʮ専門英語ʯもあり·すɻ

େֶਤॻؗʹ͍ͭͯ教͍͑ͯͩ͘͞ɻ

ஜେ学ਤॻؗ、શ国有のଂॻをތり、ຖ日、
多くの学生や教һ͕学習や研究にར用してい·すɻؗ 
にࣨݸのࣗ習ࣨやษڧ会用ηϛφーࣨも多あり·
すɻ·た、ࣗ からでもΦンϥインで、文ݙใのࡧݕや
ିग़༧・Ԇ͕できたりし·すɻ多のσータϕース
のΞΫηスやଞのେ学ਤॻؗとの૬ିޓग़もͬߦており、
ですɻࡏな研究のためにܽかͤないଘߴ
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まだまだ知りたい 学類Q&A

学 習 編
ֶ生॓ࣷʹ͍ͭͯ教͍͑ͯͩ͘͞ɻ

৽入生͕༏ઌ的に入ډできるΑ͏ྀ͞Εたࢪઃですɻ
ຖ、�生の多く͕入ډして৽しいେ学生׆をスターτ͞
ͤてい·すɻ学生॓ࣷいΘΏるʮྈʯとҧい、理
学生ࣗに͞Εてい·すɻͦ のため門ݶやنଇなͲな
く、ৗ識とϞϥルのൣғでࣗ༝に生׆すること͕でき·
すɻ入りޱにೝূシスςϜ͕あり、ηΩϡϦςィーສશ
ですɻなお、॓ ࣷでτイϨ、ਬ事、ચ୕ࣨフロΞ共用
になり·すɻコインシϟϫーもあり·すɻॅډ౩の近くに
共用౩͕あり、৯ಊ、ཋ、コンϏχ、理༰͕置͞Ε
てい·すɻਫಓ代、Ψス代ෆཁで、ి ·いࢧ代のΈؾ
す͕、֨ ҆ですɻ�࣍Ҏ߱も入ډしたい合、رऀ
にΑるநબになり·すɻ

ཹֶ生ͱͷަྲྀʹ͍ͭͯ教͍͑ͯͩ͘͞ɻ

ஜେ学にグローバル・ϰィϨッδとい͏Ұൠ学生と
ཹ学生のシΣΞϋスタイプܕの学生͕॓ࣷあり、ླཱྀ 学生
と生׆を共にすること͕でき·すɻ·た、日日に多くの
ཹ学生͕ࡏ学しており、νϡーター੍をར用したりཹ学
生交流パーςィーなͲにࢀՃしたりすることで、त業Ҏ外
でも多くのཹ学生と交流すること͕でき·すɻ

େֶʹɺଞʹͲͷΑ͏ͳࢪઃ͕͋Γ·͢ ʁ͔

ॻ੶෦ɿॻ੶や文۩なͲをશてׂҾՁ֨でߪ入するこ
と͕でき·すɻ
େֶձؗɿ༣ศہ、コンϏχ、ཱྀ ళ͕あり·すɻࡐ会社、ըߦ
อ݈ཧηϯλʔɿ科・ܗ外科・ਫ਼ਆ科のྍを、学

生ূをఏࣔすることで҆くडけらΕ·すɻ·た、ඞཁにԠ
͡てଞのҩྍػ関をհしてもらえ·すɻ
ͦのほか、日日त業౩の中に、音実ݧにえる音

ࣨ、教育実習で͏ϚδッΫϛϥーの෦とࣨ؍、学生
の෦としྉࣨもあり·すɻ·た、日日学類関ࢿやࣨ߇
て、話し合いにえるுりのࣨや、教ࣨのҰ֯にোࢠ
とচのؒのࣨもあり、ここでಓを学るत業もあͬた
りし·すɻ
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生 活 編 ͲΜͳ৯ಊ͕͋Γ·͔͢ʁ

ஜେ学に様ʑな৯ಊ͕あり、ఆ৯やΧϨー、パスタ、
ͦ・͏ ͲΜ、パンなͲ、ߏͩけでも��近い৯ಊをར
用すること͕でき·すɻいͣΕの৯ಊでも���ʙ���ԁఔ
で৯事͕でき·すので、いΖいΖ८ͬてΈて、ࣗ 分の
きな৯ಊを見ͭけてΈるのもいいでしΐ͏ɻく·でӦ
業しているおళもあるので、༦൧やαーΫルલのෲ͝しら
えにར用している人もい·すɻ

ֶͰύιίンΛར༻͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ ʁ͔

ஜେ学で、શ学ػࢉܭシスςϜのαςϥイτ ʢࣨコ
ンϐϡータࣨʣ͕ 、ਤॻؗや学群౩ʢٛߨ౩ʣの֤ॴに
置͞Ε、学生ͦのͲこでも同͡Α͏にパιコンやプϦン
タ、スΩϟφをར用すること͕でき·すɻ·た、学ແઢ
-A/シスςϜ、学生॓ࣷ-A/シスςϜのઃඋもॆ実して
おり、॓ ࣷでもແྉでインターωッτをָしΉこと͕でき
·すɻなお、ϝールΞドϨス͕学生શһに༩えらΕており、
学外からνΣッΫすること͕でき·すɻ

ֶ生ͷަ௨खஈԿͰ͔͢ʁ

ほとΜͲの学生͕ࣗసंをར用し·すʢこのϖーδの
背景をΑく見てくͩ͞いʣɻେ学पลに॓ࣷやΞパー
τ͕多あり、おళも多点ࡏするので、ࣗ సं͕あΕ
ෆࣗ༝のない生͕׆ૹΕ·すɻ中にࣗಈंやバイΫ
をར用する学生もい·すɻࣗ ಈंॴ有、ଞେ学Α
り多いかもしΕ·ͤΜɻ学ҠಈやͭくӺ·で、େ
学॥バスをར用する人も多いですɻͭ く Ӻ からळ
༿ݪ、ͭ くΤΫスプϨス͕࠷��分とૣいです͕、 
େ学から౦ژӺ·でߦくߴバスもग़てい·すɻ

αーΫϧ׆ಈʹɺͲΜͳͷ͕͋Γ·͢ ʁ͔

ஜେ学ެೝのαーΫル׆ಈに、େきく分けてʮମ育
会ܥʯʮ文化ܥʯʮ芸ज़ܥʯの�͕ͭあり·すɻ
ମҭձܥαʔΫϧɿαッΧーや野ٿ、ςχスといͬたϝ

δϟースϙーπから、Ϥッτ、ϥイフル、ΞーνΣϦー·で、
様ʑなαーΫル͕׆ಈしてい·すɻ

จԽܥαʔΫϧɿಓ、өը、কعから、社会ܥࢱαー
Ϋル·で、様ʑなαーΫル͕あり·すɻ

ܳज़ܥαʔΫϧɿΦーέスτϥ、ΞΧϖϥ、合এ、ܰࡾ
ຯઢといͬた音ָܥのものや、౿、ֆը、মき、ࣸ
ਅといͬたもの͕あり·すɻ
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筑波大学病院入口

筑波大学春日エリア

筑波メディカルセンター前

筑波大学中央

大学会館前

筑波大学
循環バス

→
左回り

←
右回り

東海道新幹線

つくば
エクスプレス

日日事務室

日日授業棟
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৽ใɺେֶֶྨͷϗーϜϖーδΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ࠷

ʲडݧ生ͷͨΊͷஜେֶઆ໌ձʳ
ຖ���݄ࠒにஜΩϟンパスでʮΦープンΩϟンパスʯ͕ 、�݄にʮय़のਐ学આ明会ʯ͕ ΘΕ·すɻߦ
、日本語・日本文化学類のࡉৄ )1を͝ཡくͩ͞いɻ

ຊޠɾຊ文ԽֶྨϗーϜϖーδɹhttp://www.japanese.tsukuba.ac.jp/

ஜେֶϗーϜϖーδɹhttp://www.tsukuba.ac.jp/
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